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第十二表 作業意志と作業條件との關係

W 作
作 :業 
業 \ 修  
意，\科  
志 \

成續 
長上の 
人が薇 
:める

A B

指導 
よ. < 指 
導して 
くれる
A B

內容 
.よく理 
解でき 
る
A B

場所 
よく仕

きる
A  B

疲勞

>.つかれ
ない

A B

昇進

納得で
きる

A B

氣質 

合 う  

A B

職場轉換 

しなV、方 
ギよい.

' 福  
丁度よ 
V)、短
い..
A B

積族 
拯

K 工場 
78 ね

+ '>—: 
70 1

十一 
76 1

+ — 
48 4

+ — 
15 .52

+ — 
.42 11

•-ト

49 1
+
53 9 73 ' 1

m m T 工場 
47 17 10

フ■ ’ ...
13 23 62 14 11 22 12 29 >12 13 19 22 ,21 7 42 2

3 工場 
38 20 8

........
18 12 24 10 14 16 11 25 17 10 24 8 21 3 . -r-, r~n'.

163 計 ' 76 2? 101 36 117 25 73 42 38 106 71 34 92 31 .77- 19 115 3
* ; A  B

”.'十
A B
—.+.

A  B
— 十

A B
—...-ト：

A B A B
- +

A B
— 十

A B
+

A B

消表 
極

K 土場 
112 12 44 12 78 12 75 22 42 57 15 32 29 88 22 13 53 2. 96

的興 T 工場
63 30 11 32 18

..  .;
38 12 46 9 \47- ： 5 34 V 56 ? 15 23 11 43

S工場 
.19 15 2 13 2 13 6 15 2 16 2 15 2 16 3 8 /

194 計 57 67 57 88 63 93 83 53 138 22 81 30 160 32
V ■ 36 83 13 139

( 註） 表中A 、B の記號{亡ついては本文參照して戴き、十ぐ一の^ !號は各作業、 

條件について肯定する埸合は十、否定せる場合は一とした。 .
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は
前
項
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いV

作
業
職
能
p

t
ih
'

の
基
本
的
態
度
よh

i

意
：
.'
: 

，
志
の
分
析
を
行
つ
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
直
接
、
職
場
に

'お
け
る
態
-
' 

■
度
に
.つ
い
-て
觀
..̂

こ
-と
-に

す

る
.0
'
、
.
.
：
■
 

.
 

:

..
/ぺ

先
ず
最
初
k

與
ぇ
ら
れ
た
作
業
霞
件̂
そ
れ
に
對
す
る
作
業
意
慾
と
の
，

:

は

V

應
次
の
如
:<

171
>
ざ
办
る
;-
0(

第

十

ー

ー

表
>)

卽

ち

此

の

：表

は

作

業

意

：；
：

::

愁

ぬ

聩

及

び

消

極

的̂

：と
を
仕
事
の
能
率
に
興
味
免
持
一
つ
：

I

か 

.ベ

に

よ

：つ
，
.
て

分

類

:̂
:
;數
個
の
作
業
條
件
と
の
關
係̂

.̂

作
業
條
件
：に.よ
'
:
.
:
,
:
: 

0
.て
作
業
¥

は
如
俩
に
制
約
さ
れ
て
い
ゲ
か
、
(8
)
'逆
：に
與
え
ち
れ
た
作ヾ 

業
條
件
に
對
し
て
如
何
に
適
應
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
作
業
意
慾
を
.
持 

じ
て
い
る
か
を
求
め
よ
ぅ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
の
結
果
と
し 

允
作
業
意
愁
-i

作
I

件
へ
の
適
應
と
の
相
互
關
係
は
又
如
何
な
る
要
因 

,

に
依
存
し
て
い
る.か

と

.
い

ぅ

こ

と

4.

明
ら
か
に
せ.ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
： 

と
考
え
る
。

.

.
我

ぶ
l

l

g

よ

ゅ

虐

査

霞
1
:
.ニ
：名
中
、.
#
響

|

卩

表
明
す
る
三
五
七
名
に.つ
い
て
は
、
作
業
意
慾
を
積
極
的
な
ら
し
め
：た
と
.： 

思
わ
れ
る
作
業
條
件
を0
仕
事
の
內
容
が
ょ
く
理
解1̂
.得
た
こ
と
、
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業
時
間
か
適
當
な
る
こ
と
，
及
び
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f.

良
ぎ
#
導
を
興
え
た
'と
，
こ

ろ

の

上

長 

が
嚴
つ
た
と
い
う
こ
と
の
三
：つ
艾
あ
.る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
と.

は
逆
に
作
業
意
慾
を
消
極
的
な
ち
し
め
た
と
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わ
れ
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與
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，そ
の
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の
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又
.は
餘
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合
わ
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ご
と
、
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H
；

そ

の
議
を
行
う
に
あ
た
つ.て
相
！

t

な

疲
勞
が
齎
ら：
.. 

さ
れ
る
.
.、こ
.と
.で
•あ

る

。

勿

論

，こ

.

.の
-1

查

の

結

果

か
.ら

か
:<

い

う

と

と

.は

非 

..
'
常
に
危
險
ヤ
あ
る
。
."例
え
ば
肉
隙
的
な
疲
勞
は
作
業
意
慾
お
減
退
す
る
一 

'

'.
.
.條
仵
.で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
顏
極
的
，な
作
業
意
慾
.の
表
殿
上
て
い
る.4
の

ハ 

.
:

は
m

較
的
多
く
、
從
つ

V

か
か
る
疲
勞
が
作
業
意
慾
に
對
し
て
さ
程
積
極
'._ 

.

.

.
的
媒
因
と
は
.な
ら
な
.い
と「

い
う
^

J

を
斷
言
出
來
な
い
め
で
あ
る
。
災
害
：

.

や
疾
病1-
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高
度
な
割
合#
か
か
る
&

的
^

^
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ぎ
、.
從

づ
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作
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-
: 
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.

.
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意
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退
せ
し
：め
る̂
い
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と
ば
■一

 

殷
に
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え
ら
れ
て
き
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■ろ
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が
ら
作
業
時
間
と
に
ら
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せ
れ
ば
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か
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勞
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.
：
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■
度
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的
に
作
業
意
慾
を
も
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し
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い
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要
因
と
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意
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極
的
な
ら1;
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尨
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為
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作
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內
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'

.
■
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興
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ら
れ
た
作
業
也.の
も
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.が
土
<;

理
解
し
得
た
と
い
う
ご
と¥

重
.
,:

.
■'
,
•
:要

な
奮
と
考
夂
ら
れ
る
。
；
と
：の
：ご
ど
：は
機
械

.
裝
^

#

發̂
達
.と
共
に
：_ :■

■'
■
■.
.人

：
の

繼

が

單

能

化

-'
$

れ
た
.と
い
わ
れ
る
姬
く
、
從
づ
て
文
心
理
的
に
大
.

.

.

き
な
影
響
を
持
：
'つ

て

作

業

意

慾

：を

抑

變
>
0

と
い
汊
と
に
對
し
て
否
定
，..：
：

， 

す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
畠
え
ら
れ
た
作
業
紙
件
と
し
て
は
作
業
内

作
業
職
能
：と..人
：間

關

係-'
-
ぺ
ノ
；

.
^

.
容
の
理
解
さ
れ
る.>
1

い
ぅ
，こ
と
は
、
複
雜
な
作
業
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
，作
• 

.

業
意
慾
に
：對
し
て
積
極
的
な
要
因
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
0
例
え
ば
第
十
二
表 

.

に
お
い
で
示
ざ
る
る
如
く
、
.
.作
業
竄
志
を
消
極
盼
に
表
明
す
る-4
の
の
中 

で
、
，
で
エ
場
、8

エ
：場
に
お
け
る
理
解
程
度
の
低
率
と
、
積
極
的
な
作
業

■ 

'
意
志
を
.表
明
®

:

博
の
，の
各.H

場
に
お
け
る
理
解
力
の.や
や
高
率
な
る
結 

果
は
、
少
し
く
こ.れ
を
裏
#

け
な
.も
の
.と
い
え
ょ
ぅ°
:

.

之
に
對
し
て
與
え
ら
れ
た
作
業
が
人
の
氣
質
に
適
合
す
る
か
否
か
は
、

.

.

.作
業
意
慾
を
左
右
す
る
續
極
的
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
办
で
あ
る
。
卽 

,

Iち
該
當
者
全
體
ょ
り
み
て
も
作
業
意
慾
の
.消
極
性
に
影
響
す
る
も
の
は
： 

作
業
が
人
.み
氣
質
に
適
合
し
な
い
場
合
：

(

八
ー
I

V
四
^

ゆ
者
が
こ
の
次
め 

.
k

消
極
的
作
業
意
志
を
表
明
し.て
い
る
：> 

で
あ
々
て
、
.
工
場
別
に
み
れ
ば 

-

#

工
場
に
本
い
て
：は
七
八
，
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•五
多
、

：
T
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八
八
‘
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、
S

工
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:
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30
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.い
で
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八
四
，
-1
^

の
_

合
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し
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の
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逆
に
こ
れ 
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^

作
業
意
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觀
性
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聯
せ
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當
者
垒
體
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い 
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五

六
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す
る
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員
@
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|
ボ
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工
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み
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エ

場
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ー

ー

:-
»
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.八
^

8

士

場
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三

：
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.
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T

H
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：
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は
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五
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の
低
率
文
示
し
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も
の
の
、
作
業
意
慾 

に
お
い
て
人
の̂

質
0'
.
_對

.^

業
適
八
ロ
性
は
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耍
な
る
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あ
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い
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の
.
.で
.あ
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す
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響
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し
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的
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で
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な
く
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意
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志
表
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者
中#

業
場
忆
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極
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に
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す
る
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.
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：踢
卜̂
^

五
^)

と
な
っ
て
い
る
。
之
を
エ
場
別
に
み
る

.
と

エ̂
場
で
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八
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摩
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；

五

名

父

^

;

へ
を
示
し
て
ぃ;2
>

9

7同
#

^

^
3:
-
場

巧
*£

ハ
五
名
有
對
四
五
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ぐ
之
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作
業
意
志
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：徵
齡
的
表
明
者
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.遇
の
，ょ
.：ぃ
と
ナ
る
：歡
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八
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;

に
な
^

と
尺
8

墩
で
：七
<

名

對
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ル
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H場
の
.場
合
は
三
：八
名
：對
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; 
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1
1

名
、V
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ェ
場
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西
七
名
.對
七
名
と
ぃ
ぅ
結
果§:
-
.示
レ
て
ぐ
る。
：
：
'

:

-

係
を
求
む
る
場
合
、
.分
化
さ
れ
允
幟
能
の
相
互
關
係
に
お
い
て

.な
さ
れ
る：

.
:,
-

の
；が
ニ
：殷
で
お
る
。
-,
'
.
:例
ぞ
.ば
：職
提
七̂

^

、へ̂

長
と
：：規
場
事
務
員£-
,
: 

パ

の
場
合
は
大
抵
係
長
ど.
&
'0
:̂

い
る)

>.

係
長
と
'エ
場
廣
等
呤
如
べ1
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■'
'

る
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:
こ
の
種
0'

人

間

關

係

は

制

議

械:>
裝
置
等
が
發
達
し
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あ
り
得
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K
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フ
ォ
.

|
マ
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な
人
間
關
係
で
あ
ろ
う0

.
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—

'■
■
ス
こ
の
種
の
人
間
關
係
が
與
え
ら
れ
た
作
業
靡
と
し
て
成
立
す
る
場
合
.；
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.
'
'■

に
は
、
客
觀
的
事
實>'
し
て
姻
掲
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
が
ニ
3- 

フ
ォ
ー
マ
ル
な
人
間
關
係
を
以
つ
て
が
か
る
事
實
が
娇
何
众
る
程
度
に
伊
；
 

:

,

杈
れ
て
い
る
か
ハ
從
ク
て
又
そ
の
键
度
に
ょ
つ
て
作
業
意
悠
に
如
何
に
彩 

.
響
し
て
い
る
か.を
分
析
し
ょ
う
と
七
た‘の
：.ゆ
、
為
な
ら
な
，い
こ
の
フ
方1 

ヤ
ル
ー
な
人
亂
關
係
が
協
カ
意
志
に
對
し
て
ど
の
ゼ
う
な
相
互
關
係
に
あ
る
パ 

か
を
明
ら
か
に:1
,
上
.う
^;

し
'た

わ

け

，な

の

で
.あ
る
;0
:
.
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.
先
ず
作
業
條
件
と
し
て.如
か
.を

：ス
ォ：|
マ
：ル
な
入
間
關
係
が
ど
の
程
度.
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;
し
て
い
る
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否
か
を第
：

1

表
：よ
久
推
測
レ
て.

ダ
と
汍
そ
次
の
如
ぐ：
.

.

い
先
る
の
セ
对
な
い
か
と
思
わ
れ
る
マ
郎
ち
㈠

作
業
成
績
を
認
め
ら
れ、
，

■

一
㈡
昇

進

が

糧

し

得

るi
い
う
^
と
：は
、

：
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事
考
課
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度
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確
立
し
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こ
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ょ
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'
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事
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前
掲
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:
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共
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せ
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入
間
關
係
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ま
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い
狀
課

U

.
あ
る
と
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。
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條
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；
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搞
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れ
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場
合
人
事
考
課
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狀
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：
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狀
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狀
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狀
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マ
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關
係
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と
_り
出
し
て
、‘作
業
意
慾
が
協
カ
意
志
，
.に
'變

移
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'
す
る
過
程
を.考
察
し
て
み
よ
ぅ
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r

'
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:
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-
先
.に
作
業
條
坪
と
し
て.
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人
間
關
係
は'フ
ォ
.ノ
マ
.
ル
な
人
間
と
し
て
％

.
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來
た
。
：
然
し
な
が
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が
か
る
フ
^

丨
マ
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|

も
ィ
ン
フ
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丨 
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K

ル
な
人
間
關
係
に
强
く
影
響
さ
れ
て
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.い
る
こ
と̂

亦
已
に
指
摘
し
た.と
.

.

.
お
り
で
あ
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と
こ
ろ
で
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需
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.工
場
に
お
け
る
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人
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度
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ル
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間
關
係
と
、
ィ
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フ
ォ
ー
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，ル
な
人
間
關
係
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制
約 

さ
れ
た
も
.の
.と
し
て
理
解
し
得
る
が
ら
、
作
業
意
志
は
綜
合
さ
れ
型
と
な

’
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つ
て
現
わ
れ
る
が
、
實
は
作
業
意
愁
と
協
カ
寬
志
は
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し
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え
ら
れ
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樣
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な
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れ
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。
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.
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；
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寬

奮
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者
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『

現
職
に
對
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る
態
度」

.の
場
ダ
ー
.六
〇
名
と
み
众
す
こ
と
が
で
き
る
が
--

こ
れ
が「

仕 

パ
事̂

對
ず
ム
態
度」

.

.產

.
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ゆ
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八
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つ
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妇
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ー
1
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て
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、
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叉
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務
歡
成
と
し
て
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え
ら
れ
る
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關
係
に
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い
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土
、
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殷
的
に
作
業
意
愁
が
令
の
：狀
勤
に
よ
つ
て
阻
害
.せ
ら
れ
低
減 

さ
れ
て
い
る
上
い
え
る。
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,

3-
エ
場
の
墩
合
も--
1
現

職

に

對

す

る

獲」

の
表
明
：に
：お
い
て
は
協
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.

意
志
あ
が
と
み
：ら
れ
る
者
四
〇
名
に
對
し
、
：

.「

仕
事
に
.對
す
る
德
度」

に 

お
い
て
は
三/\
-
:
爸
と
の
.結
果
が
示
さ
れ
る
が
、*
T

H場

の

場

合

.は
一
一
八
名 

b

對
し
四
七
名
と
逆
の
結
果
を
示
し
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
如
何 

fc

猙
釋
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が。.
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H

場
を
除
く
他
の1

ー.エ
場
の
場
合
、
明
ら
か
に
フ.ォ
I

マ

ル

な
人
間 

:

關
係
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個
人
の
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表
明
"
對
し
て
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約
し
つ
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あ

る

か

、
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又
は
ィ
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フ
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 .マ
ル
な
人
間
關
係
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制
約U

て
い
る
と
いラ
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が
考
え
ら
れ
る 

と
思
.う
0
作
業
條
件
と
し
て
の
人
間
關
係
が
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
に
せ 

よ
、
、イ
ソ
フ
ォI
.
マ
ル
な
も
％
に
も
せ
ょ
、
，
ェ
瘍
に
ぉ
け
る
人
の
作
業
意 

戰
控
釾
し
か
か
る
影#.
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
我
々
が
假
定
し
た
前
提
、
卽

:

.

.ち
'「

人
は
協
力
意m

を
持
つ」

.

と
い
ぅ
：こ
と
に
對
し

(

て
、
'

叉
人
に
對
す
る
ノ 

如
何
が
大
き
な
要
因
と_し
.て
問
題
と
な
つ
ヤ
く
る
：の
で
あ
ぞ
。
..,
'

.
:

:

そ
こ
で
'か
か
る
作
業̂

:

と
し
て
考
え
ら
れ
る
中
、
特
に
フ
ォ
ー
マ
.ル
へ 

■
.

な
人
間
關
係
に'つ
い
：.て
み
る
と
、

--
.

.

_ 

,

' 

:
1<
-

エ

：
場

に

：
お

い

.て
ば
四
八
ス
七
釤
が
作
業̂
^

を
維
持
ぜ
じ'め
ら
れ
'て

， 

:お
る
の̂

'あ
る
が
、.、
こ
れ
に
つ
い
て
更
に̂
長
の
理
解
に
お
け
る
⑷「

上
. 

長

が

認

め

る

：

」

の
場
合
は
一
ー
コ
ー
ゝ

©

夂
，
(B
)

.「

ょ
く
指
導
し
て
く
れ
る

I

 

が
四
三
.

七
多
、.
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)

「

#

進
は
納
得
で
き
る」

.
'
:の

：ニ

六

；
：
，
三

^

と
の
結
果
.
.
. 

:•
■
と
な
つ
■
て
お
り
、
：先
述
ム
た
如
く
仄
芏
塲
の
人
—

課
め
缺
陷
が
指！
^
 

:
:得

る

の

で

.
あ

る

::
'
°
卽

ち
^
ハ0

名
の
協
カ
意
志
を
持
つ.港
雄
か
か
る
フ
，ン 

:
:

方
d

マ
ル
.な
人
間
關
係
に
つ.
.い
て
2£
--
.
'三

涔
-'
4
-滅
じ
て
お
る
こ.
と
.の
大 

き
な
®

 
と

レ

て

考

ん

ら

れ

ょ

^

。
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;-,
:

ぶ
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■

■

.

.

一 

' 

ノ
で
エ
場
れ
場
令
に
つ
い
ズ
み
る
と
、
こ
の
場
合
は

1

六

七
.

八
％
の
作 

/
:

業
意
慾
令
縦
持
し
て•お
る
の
で
あ
る。
.'-
さ
れ
ば 

ォ
ー
>

.
ル
；な
人
間
關
係
、

. 

:

は
ど
.の
機
に
影
響
し̂

い
る
.か
と
い
$

^

、
^

,-
-
1上

長

が

認

め

る

」

ほ

六
.:
へ 

:
o
>
:

:
七

气

：_
^

.

「

ょ
ぐ
指
導
し
尤<

れ
£

;

が
四
六
，
观
多
、(0
)

.
ヨ
昇
進
:.
;
 

:

は

醫

で

き

る」

が
四
.

1

ぼ
穴
涔
を
示
しK
VS

'
る
0.
徒
つ
セ
と
の
場
合、

■■
. 

/■
:
;か
，か
る"
フ

丨

：マ
：：ル
な
人
間
關
係
は
ざ
程
作
業
意
慾
の
維
持
：に
積
|

年
:■

'
要
因
と
1>
.て

作

用

ば

し

：て

.

.い
な
い
ゝ
と
考
え.6
れ
る
':
0

.

^

• .

極

的

な

表

明

を

な

す

蕾

：っ
，
い

：て

.
め
同
樣
な
ー
フ
：ォ
ー
マ
ル.^.
人

還

係
：

- 

は
、
(A
)

一
七
•
四̂

、

(D
)

ニ
 

• 

一̂

の
割
合
を
示
し 

■

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
從
つ
て
我
々
は
&
^
エ
場
に
お
け
る
作
業
意
虑
の
高 

揚
が
、
協
力
意
志
に
對
し
て
比
較
的
高
い
と
い
う
こ

と

は

む

し

ろ

外
の
翦

ハ
'
'
:作
業
職
能
と..人
間
關
係：
:•
'
•
:
.
ダ

因
が
强
く
作
闬
し.て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
卽
ち
作
業
條
件
と
. 

し
て
め
.人
間
關
係
と
い
ぅ
點
よ
り
み
れ
ば
、
ィ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
人
間
關 

:係
が
.む
し
ろ
か
か
る
作
業
意
慾
を
髙
め
て
い
.る

と

考

，え

ら

れ

る

。

然

ら

ば 

か
か
.
.る

ィ

ゾ

フ
.ォ
Iヾ

マ' 
ル
な
人
亂
關
係
を.播
o
•'と
こ
ろ
の
集
團
は
如
何
に 

形
亂
さ
况
て
レ
る
毫
ぅ
か
夕
匕
の^

と
は
屢
之
ふ
れ？)
.如
く
地
域
社
會 

め
.社
會
的
、
へ
經
濟

§
|
|
_
分

柝
な
く
し
て
ば
充
分
：に
說
明
し
得
な
い
で
' 

あ
ろ
ぅ
,0
'；
,

'

、

、
：

.
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- 

:

:L
■か
し
な
が
ら.こ
め
と
と
を
描'
に
み
れ
ば
、
.
作
業
意
慾
に
對
し
て
協
同 

意
®

の
低
減
し
て
い
る
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は
、： .：

ィX

フ 
'ォ
.！
マ
：ル
な
人
間
關
係
に
よ
つ 

;
.て
.制
約
ざ
れ
て
い
る
の
で
あ
、
'つ
て
、
我
.々
が
先
に
述
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如
く
(̂

ィ
ゾ
フ
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す
ー
マ
：ル
な
人
間
關
係
と
池
讓
會
と
が
關
係
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㈡

フ
.ォ

ィ

，
マ

ル

な

人
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關
係
七
ィ
シ
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ォ
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マ
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へ
-̂ 

.入
間
關
係
と
の
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互
作
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-

^
フ
ォ
ー
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マ
ル 

•
だ
人
間
關
係
と
作
業
條
件
等
々.と
の
.關
■職i

f

か
.問
題
と
し
て
浮
び
上
つ
て
 ヾ

く
る
史
ら
め
場
合
の
說
明
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
あ
る

0

.

.':

.
:

S-
-
H場
の
場
合
に
ら
い.て
み
れ
ば
へ

「

現
職
に
敎
す
ろ
。
態
度

」

'で
表
明
し 

た
^

Rw>
志
は
、
作
業
意
慾
と
略

1

一
致
し
て
.
い

る

結
果
が
：で
て
い
る
。， 

い
こ
の
瘍
合
作
業
條
件
と
じ
て
0
:
フ
ォ
ー
マ
、ル
な
人
間
關
係
に.つ
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：み
れ 

.ば
妞
35
1

0
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五
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涔
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1
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一
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場
よ
り
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く
と
も
好
ま
し

「

い
條
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卽
ち
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事
考
課
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よ
り 
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:
;い
狀
態
で
あ
る
，
?
い
え
る
タ.ハ
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.
.
-
.
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^
^
'
'
,

と

、
も
あ
れ
、
我
，々
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以
上
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こ
と
か
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次
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如
く
い
え
る
の
で
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な
い 

:か
^

^

;

0

:卽
ち
作
業
條
件
と
し
も
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間
蘭
係
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7

す
.

^
マ
、ル
：な
人
間 

關
係
と
之
に
膝
聯
す
る
ィ
ン
す
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;

「
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人
間
關
係
ど
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え
ら
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;
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あ
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他
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ィ
ゾ
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マ
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係
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靈
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^
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^

て
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- 

の
作
樂
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と
共
に
作
業
意
志
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し
て
制
約
す
る
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い
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意
志
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私
作
業
條
他
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て
め
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か
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志
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菽
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ら
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る
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係
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靠
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將
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れ
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そ
ご
で
協
力
意
志
を
維
特
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る

H

場
の
フ
ォ
ー
マ
ル 

:

•'
.な
人
間
關
係
は'
:協
同
關
係
を
維
持
す
る.上
に
極
め
て
重
齋
な:̂
の(

ど
い 

;■
;

わ
ざ
る
を
得
なi

。

従
て
か
か
る
人
の
滿
足
を
滿
た
す
た
め
に
考
課
制
度 

イ
,
な

夂

：藝

制

度

ゅ

確

立

が

ブ

ギ

ー

：：マ

.
'ル

な

論

理

が

：
ら

考

ぇ

:^
扣
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也
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セ
お
る
が
、
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し
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人
間
的
滿
足
が
合
理
的
：な

作

糧

件

や

賃

銀

寒

I
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西
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八
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拂
の
み
一
で
滿
足
さ
れ
な
い
.と
す
れ
ば
、

つ
ま
り
こ
こ

で

♦人
間
の
感
情
を
滿.
 

_兔

さ
'せ
..る
こ
‘
_と.，に
，つ
，
.い
.て
、
：.ィ
'/
.フ
'
ォ
、
丨

マ

ル

、
な

人

間

關

係

を

海

じ

て

.
の 

滿
足
を
與
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
つ
て
く
る
と
い
わ
れ
得
る
の
で
あ

.る
。 

¥

れ

證

淸

盼

滿

譽

充̂

^

よ̂
は
如
何
な
る
こ
^
悴
ょ
つ
て
铕
能
で 

あ
る
か
。
若
し
、

レ
ィ
ト
ン
.

(
A
.
p
e
i
g
b
t
o
s

が

：
^

す

る

如

き

一
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に
-
<
が̂

受

げ

洛

抑

壓

潘

、
^

か
る
本
ン
フ
；
ォ
ー:マ
ル
^
人
^

^
係
を
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一％

り
：ょ

ぃ

袭

^
せ
し
む
る
た
め
に&

か

ら

艰

除

か

：
ね

ば

；
な

ら

：
な

い

こ

： 

:

と
へ
は
グ
㈠
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活
系
段
ぬ
喪
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の
木
安
、
：

S

麗

さ

れ

た

想

精

，
肖
孤
獨
、

:

.
㈣
友
が
に
對
す
る
昏
威
ハ
へ
㈤

權

カ

者

の

氣

儘

な

豫

測

-^
き

な

い

行

爲

な

ど 

が
上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
從
わ
て

㈠
に
お
い
て
は
そ
の
保
證
を
、
：！
！
、
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㈢
、
け
に
お
い
て
は
交
友
關
係
を
、
词
の
場
合
に
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い
て
は
上
長
關
係
を 

>

私̂
緊
密
だ
ち
し
泌
る
と
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塒
^-
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少

く

と

本

ー
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定

の

權

限
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つ

，
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:
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督
す
為
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あ
る
者
は
感
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ょ
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濫
用
を
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め
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め
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一
定
の^|
練
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る
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囊
ヴ
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監
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敎
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し
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'^
み
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梂
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意
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對
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」
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带
を
排
除
し
な
け
れ.
:

.

.
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る”

,.
'*
.い

：
：

;-
■

■

.

.•
:

■

.

'

.

■

■

. 

:

八
■'
.
結|

i
—

協
力
型
と
非
協
力
型
の
態
度
と
人
間
關
係
'
-•
'
'

へ
：

一
我
々
は
以
上
の
赃
度■
查
か
ら
得
ら
れ
た#
人
の
樣
.々

な
態
度
及
び
個. 

人
的
來
瘘
ょ
り
形
式
的
な
協
同
關
係
の
分
析
を
.行
つ
て
き
た
。
へ
そ
办
は
協 

同
關
係
を
維
持
す
る
と
み
ら
れ
る
協
カ
意
志
及
ぴ
具
體
的
作
業
考

^

と
、 

灘

事

情

、'作
業
條
#
と
の
關
係
を
知
る
こ-a
：
に
ょ
•つ
^

理

解

さ

れ

る

と 

の
前
提
■に
立
つ
も
の
で
あ
；つ..た
。
勿
論
し
ば
し
ば
棺
摘
す
る
如
べ
か
か
る

'

 

前
提
そ
の
も
の-

^
干

反

省

，せ

ら

れ

ね

ば

な

ら

.な
い
し
、
へ
又
判
定
方
法
に 

つ
.いH

も
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
狀
態
に
立
ち
至-つ
た
。

.

•

;

そ
し
て
.又
我
々Q
.

最
杌
に
意
圖
し
た
協
！

i

關
係
を
維
持
す4
人

間

關

係

.：
 

が
、
：：i

特
殊
日
本
的
な
ぞ
：れ
で
あ.つ
て
、
^'

カ
|

|
志
^

至
作
業
意̂

の
.-
' 

表
明
も
實
に
が
か
る
人
間
關
係
に
基
因
す
る
と
：い
ぅ
前
提
を
維
持
す
る
た

:
.一
作
業
職
能
と
人
間
關
保-v
-.
.
:
:
v 

.

.

.
: 

. 

>

,■

め
に
.、

地

域

社

會

と

の

關

係

に

つ

.い

て

言

及

せ

ね
ば
、な

ら

.
ざる
，
を

.
得

な 

_

1>
。
,.
.
.贽
に
協
力
塞
心
と
作
業
意
志
と
の
關
係
、
：態
度
等
と
い
ぅ
い
わ
ば
質

，

. 

:■
■
■:
的
な
も
の
を
數
量
的
.に
還
元
し
て
判
定
す
る
方
法
等
は
改
め
て
充
分
檢
討 

「

.
ぜ
ら
れ
る
必
要
が
杰
る
。--
'
'
.
、
.

、

:
■
' 

- 
, 

' 
ノ
•
'
.
' 
.

' 

:

:勝
1>

な
が
ち
そ
れ
：に
太
が
か
わ
ら
ず
再
ぴ
我
々
め
諸
前
提
な
り
、
方
法 

.

.な
り
ぢ
許
容
ざ
せ'て
.戴
ぐ
な
れ
ば
、.我
.々
は
0:

場
に
お
；け
る
人
の
態
度
を 

.

以
つ
'て
協
カ
型
と
非
協
カ
型
：に
分
竹
て
、
夫
々
.の
型
に
屬
す
る
人
々
の
人 

間
關
係
を
改
め
そ.綜
合
し
.て
、
.
補
足
的
に
地
域
社
會
と
：の
關
係
か
ら
そ
の 

'

特M
i

を
出
し
て
，協
同
關
係
の
分
析
の
結
果
を
出
し
て
み
た

.い

.

.
と

考

え
 

'.
•
る
，。
吏
に
胃
頭
：に
も
述
べ
た
如
-<
;

か
か
る
.エ
場
：に
お
け
る
協
同
關
係
の
分 

.

.

.祈
を
通
じ
て'作
業
職
能
と
如
何
に
關
係
す
る
か
、
：
作
業

f

能

遂

行

上

に

お
.

,

.
け
'.る
人
間
關
係
'は
如
何
な
る
役
割
を
、ど
の.程
度
擔
ぅ
も
の
で
あ
る
か
、
若 

し
人
間
關
係
の
ィ
ン
フ
メ
ー
マ
ル
な
要
因
が
跟
い
と
ず
れ
ば
組
織
論
上
人

' 

.

の
問
題
は
重
要
な
地
位
を
占
む
る
で
あ
ろ
ぅ
*し
、
又
若
し
か.か
る
姐
織
論\

が

經

營

學

：に

對

し

て

.一.
つ
の
方
货
論
の
、根
據
を
與
え
る
と
す
れ
ば
、
少
く 

..

.-

と
も
經
營
學
の.硏
究
方
法
に
‘對
し
ー:'
.つ
.
の
匣
省
を
齎̂

す
で
あ
ろ
ぅ
。
經 

..

營

學Q

實
踐
的
要
求
は
：か
く
し
て
目
的
論
妳
技
術
論
と
1(

に
、
■存

在

論

的. 

分

析
<

め
科
學
性
に
瓦
場
を
得
厶
こ
と
と
な
る
，と
考
え
る
。

、

.

:
(

と
も
あ
れ
我
々
.

は
以
上
の
分
祈
か
ら
夫
_

々

各
-3

:
場
め
協
同
關
係
を
ふ
り 

.

.'

返
つ
て
、'

そ
こ
に
お
け
る
作
業
職
能
と
人
®

係
を
：み
る
と
、S

工
場
の 

' 
;

場
合
ぼ:;
'

.

協
カ
的
な
者
> '

非
協
カ
的
な.

者
は
次
の
事
實
ょ
1

分
け
ら.

れ
.

.

:

右

。
亂
b

親
職
を
續
け
る
者
五
〇
名
と：、
^

，̂
職
が
あ
れ
ば
變
る
ど
す
る
ヽ

_

.

u

四
名
と
の
敗
を
み
で
も1(

六

七
•

一̂

對
1
,八

ニ
5

)

>-
:
>
こ

で

は

ほ

:-
.

.

.

五

五.
.

.

(

八

六

九•

〕

•



.
心
.
：
':;
'
ス 

V

.

ぽ
協
力
型
：に_
し
い
弋
る
ぐ
之
が
賃
上
げ
に
鍊
す
る
態
度
^
誓

と

吏

に

.

” A

^.
斷

炎
% :
友
な
山
と
ず?)
'
普

：'一
名'
對
.上
:#
關
係
は
話
が
合.う
と
す
る
；
 

八

〇

，
三.
對̂
五
:*
;
三
^
と
明
確
に
表
わ
れ
て
い
る
.の
で
あ
.る

。：
へ

.

.

. 

'
.者
七
名
、
合
わ
な
い
者
一
'名
と
.な
つ
て
い
る
。
又
壯
事
に
'鄭
す
る
態
度
と：',

ン
然
し
な
が
ら
已
に
息
た
如<.
-樣
々
，な
作
業
條
件
に
：よ
サ
て
、
へ
こ
^-

ら
；の
''
/
}
_
'
,
-,
;
^
^
^
 ̂

-
 

.;.

協
カ
貧
志
呔
制
約
さ
れ
、へ
實
|

|
に
失
女
の
職
能
遂
行
わ
扣
い'て
.は
次
^

 

'
ぐ

.'

の̂

み

れ

ば

：對

友

人

關

係

©.

好

ま
1

い

狀

態

が

.協

カ

意

志

を

維

持

し 

う
な
度
令
を
表
明
す
る
：
‘に
過
ぎ
な
い
。
卽

ち

協

カ

的

な

五,0
名
は
三
九
名
，，

.

.

.
て
.
い
る
の
.
文
は
な
.い

か
,^

考
え
ら
れ
る
:.
0
.

ノ 
.，

.

.

に
、
' 非
協
力
的
な
1
0名
は
71
:

名
と
^

つ
て
い
る:0
そ

こ

：で

特

に

こ

の

場

：
へ

.:
:

-

K

F

!場
.̂

場
合
は
•協
力
的
な
渚
は
：

1

セ
苎
名
^

'7
\

ー.
ー：
八
6

、

非

協

ノ 

合
の
人
間
關
係
に
つ
い
て.み
A

と
協
功
钠
な
五.Q

名
は
對
友
人
、
對
上
長
：

」

：パ

：
^
的
な
渚 
一i

名

(

七 

;

、關
係
に
>'

い
て
夫
々
好
ま
し
い
狀
態
に
あ
る
者
が
1
ー1
九
名
、*'
,

一.
六
名
^

^

し
.て
い
る
、̂
^

仕
事
.に
對
す
る
積
極
性
は
一
：七
三
名
中
七
六
名
と
減
じ
、 

づ
て
い
る
？

こ
の
ご
と
は
職
能
に
對
{

て
積
極
性
を
持
つ
に
對
友
人-|
|

係

「

：

.'

非
協
力
的
な
者
は|

五
名
が
四
名
と
減
じ
て
い
る
じ
ど
が
京
各
れ
て
い 

,:

卽
ち
ィ
ン
ス
ォ
ー
マ
ル
校
人
間
關
係
に
よ
つ

V
支
女
ら
れ
て
お
り
、
上

長'

;
-'

る
0
>'

尙
賃
五
げ
に
つ
；い
て
の
態
度
は
協
カ
塑
一
.
五
：三
名
と
非
協
力
型r
o
 

—

係
卽
ち
フ
'
ォ
ー
マ
外
な
人
間
關
顧
を
克
服
し
て
い
る
と
い
4

こ
：と

が

で

ぺ

名

と
.

€
つ
：
て

い

る

。
:'
■'
.
.

•

.

.

:'

き

よ

う0
'
.

■■V
'

'
.

パ

;

:.
-

r

_

v

.

'
 

.

. :こ
：：

の

瘍

合

の

：人

間

關

係

に

つ

い

て

：
て

み

る

ち

叁

^

反
對
に
非
協
力
な
一
四
名
の
入
間
關
係
は
、
對

友

人

關

係

の

好

ま

し

い

.

係
の
よ
い
狀
態
の.者

吹
：3

ー.
.ー
名
、
對

土

霞

係
0 '
よ
い
者
九
〇
名
と
な 

狀
態
の
も
の
八
名f

、

■ 

■こ
の
：毀
友
人
關
係
が.協
力
意
.志
を
維
持
七'て
お
，
.

:

つ
て
い
る
。
：
こ
の
こ'と
.
に
，つ
い
て
も
對
友
人
關
係
は
よ
り
以
上
重
要
な
要 

り
、
仕
事
.に
消
極
的
な
五
名
と
對
友
人
關
孫
の
ざ
ほ
ど
好
ま
し
い
狀
獾

.に
'

'

.

因
^

:«

つ
ヤ
い
る
と
い̂:
よ
う
0
.沸
協
カ
敗
ゼ
一
五
名.に
つ
い
て
，は
、
對；：'

■-
:

な

い

者

五

名

主

致

.し
て
い
る
ゲ

.：

ぃ
パ

，

/
-

.

友
人
關
係
の.よ
い
者
.一
三
名
、'
斜
上
長
關
係
の
よ
い
者
八
名
と
な
づ
て
お
.

,

こ
.れ
が
對
上
長
關
係
に
な
る
，矿
逆
に
好
ま
し
い
狀
態
に
あ
る
潢
は
：ー
ー
名

:-
'

:

:り
、
い
：ず
れ
も
仕
事
に
嚮
才
る
積
極
性
べ
の
制
約
は
他
の
要
因
が
む
し
ろ
。

■:

:で
-'
他

の

七

名

は

殆

ん

ど

話

が

知
h

ず

、

：
從P
て
意
志
の
疎
通
は
な
さ
れ,:
:

; V
'.'

か
か
ウ
て
い
る
の
で
あ- ^
赛

つ

て

亡

と

の

人

間

關

係

は

協

カ

意

志

が

ィ
 

•

て
い
な
い
と
11

て
い
る
0
:卽
ち
對
上
長
關
係
が
う.と

い

に

.も

拘

ら

ず

仕

事

:

.-
K

フ
.
.ォ
ー
.
マ
ル
，な
入
間
關
係
に
よ
つ
て
や
や
制
約
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら 

に
毁
し
て
消
樹
的
な
適
合
を
し
て
，
い

る

も

の

は

、

外

な

ら

な

い

，
對

友

人

關
.

れ
る
が
、
仕
事
に
觀
す
る
積
極
性
に
.は
餘
り
影
響
し
て
い
办.い
。
と
い
う 

•

係
に
よ
つ
て
結
ぴ
付
ホ
ら
れ
て
，い
を
%'

の
と
い
え
よ
う0
.

く
. 

V

■'
■

.

'

'
..
'

:

こ
.
.

A
I

ば
こ
.
の
.
場

合

は協
力
意

志

そ

の

も

の

-.が

特
殊
な
' 
例
え
ば
外
に
.働
き 

:

例
え
ば
氣
務
關
係
の
一
七
名
中
協
力的
な
者T

三
'名
、
非
協
力
的
な
者

-

得
る
樣
な.

H

場
が
な
い
か
、；
又
半
農
塑
勞
働
の
放
にか
が
る
惡
條
件
に
消
へ

1

霞

記

着

れ

、
と

れ

還

友

人I

象

ま

し

い

狀

態
|

看

.，'
;
、
、
：

極

的S

t

て

い
.る

と

：み

ら

癸
 

'

志

は

か

か
.̂

消
極
性
か
ち
仕
事.に

對

し

て

疆

性

を

と

暴

、：
.
'
:半
農
塑
勞
へ'

: 

働
の
：恶
礎
.の
上
に
立
.
っ
特
姝
.な
人
間
關
係
龙
持
っ
て
い
る
。
從
っ
て
、
'エ

. 

■
場
.はT

家
庭
的
が
ょ
：い
か

」
T

仕
事
の
.み
.す
る
所
か」

と
の
.質
問
に
對
1

r 

て

は

一

ー

ー

セ

^.

と
四
六
各
ど
い
ぅ
割
合
の
囘̂
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ー
か
か 

る
人
間
關
係
に
あ
ウ
て
は
獻
志
办
疎
通
が
な
さ
れ
て
も
協
カ
的
澈
志
は
消

'

\- 

■

極
的
な
も
の
で
あ
つ
て
、«

の
協
カ
態
勢
は
加
か
る
關
係4

;
^
虫
ま
れ 

出
な
い
の
'で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
义
。
へ
，
：

-

.

最
後
に
、
エ
塲
で
あ
令
が
こ
れ
は
協
カ
意
志
あ
ゐ
と
み
ら
：れ
る
者
四
姐
：：

：
 

名
に
對
し
、
協
ヵ
意
溆
の
な
い

:>

み
ら
れ
る
者
七’
1名
の
結
果
が
ー
遷
れ 

て
.い
右
。

こ

の

割

合

は

馨

の

三
-:
.:
:

四
^

し
後
者
は
五
一
へ
，
五
^
.

‘

^

つ
て
い
る
。
卽
ち
卵
協
カ.的

な
渚
が
霉
數
あ
る
と
い
ぅ
こ
：と
：は
、
.
:

.'
'
. 

と
の
工
場
が
®

極
^

で
あ
れ
、.
.
^
^
.
的
で
妒
れ
と.
に
角
前
一S

場

に

典

し
,

て
協
力
的
で
な
い
こ
と
は
ぅ
な
ず
け
ょ
久
，

：
/ :

:-
.
.ハ
-,:

.

.

，
か
か
るH

場
に
.お
げ
る
人
々
の
仕
事
に
對
ず
る
積
極
性
の
度
合
を
み
る 

(

と
、
四
.七

在

と

や

や

上

廻

つ

て

い

る

の

，
で

^

る
。
：
と
%:

あ
れ
弗
協
カ
意
志.
. 

,
を
持
つ
七
1
,名
は
仕
事
に
對
し.
.て

は

殆

：
ん

ど

消

極

的

：に

,

,^

て
い
る
0

..

.
:' 

で
^

つ
て
；、
：
之
を
賃
土
げ
に
.つ
い
て

.
的
ニ
九
名
と
な< ?
<

ぃ
'

る。

後

砍

；
五

九

名

は

,'「

分
ラ
ズ
1_

又
は(「

記

入

な
. 

■し」

で
奴
る
。
：£;
-
:こ
の
場
合
協
力
意
崧
あ
る
陴
四
名
に
っ
い
て
輩
と
>
.

對
友
人
■

係
、
.
對
上
長
關
係
の
好
ま
し
い
漱
態
に
あ
る
者
は
夫
々
七
七

.;
•

::
' 

:
.三
炙
、
三
八
*;
3
ハ
多
と
ー
ボ
さ.れ
て
い
る
。
 

.

'
■

.
 

. 

敏
に
斯
協
力
的
な
者
は
夫
々
五
八..九

气

1.1.

三
：•
九
^

と
な
つ
.て
.
.い
，

,

る

。
'
:
. 
" 

V 

'
.
. /
 

V

'.,

■:
•
,■.•-
'
'

.r 

.

:

.;

作
業
職
能
.
_と

人

間

關

係
-:
'
へ

ぶ

.

-

從
つ
て
士
.エ
.場
：に
お
い
て
は
、^'
に
述
べ
た
.如
ぐ
人
事
考
課
が
充
分
で

： 

な
い
と
と
.ろ
に
も
ク
て
來
て
ノ
人
間
關
係
殊
に
非
協
カ
的
な
著
は
對
友
人 

關
係
に
お
1

て
ず
ら
五
八
.'

九
涔
程
度
で
あ
つ
て'

兎
角
、
人
と
人
と
の. 

意
志
疎
通
'が
協
力
意
志
乃
至
作
業
意
志
に
及
ぼ
•

影
響
.は
大
き
い
も
の
で 

あ
る
め
.で
は
：な
%>
!

が
.ゼ
思
ぅ
。
，
壬
'-
で
我
々
が
特
に
法
意
し
た
い
の
は
人 

.

間
關
係
も
軍
に
形
式
的
な
乇
れ
ぞ
は
な
く
、
地
域
就
會
に
お

：

け
る
各
人
の，

. 
:

樣
.
■々
な
來
歷
ょ
り
起
石
人
間
關
係
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

.

,
例
え
ば
仄
エ
場.に
.
.お
げ
る
半
«,

的

勞

働

：の

，
ー

般

的

な

協

力

意

志

：
の

原

因

. 

が

實

は.「

子

供

に.つ

が

唯

る

し

匕

と

や

ー

半

農

ゝ

半

エ

し

と

^

て
の
經
濟
的
. 

構

變

り

原

因

し
*:
-

人
々
：の
關
係
で
あ
つ
て、
' 

hれ
は
仕
事
に
對
し
て
も 

，
へ

消

極

的

な

適

合

を

<示
し
て
い
.る
ひ
で
は
な
い
か
と.思
わ
れ
.る
の
：で
あ
る
。,

.

と
'%

あ
れ
、
a

々
は
紅
.が
：る
態
度
調
校
ょ
り
歸
納
し

V

工

場

の

協

同

關
' 

係
を
形
式
的
で
は
あ
ん
が
分
析
じ
で
フ
特
に
職
能
遂
行
上
に
お
け
る
協
カ 

意
志
阻
害
の
'-
-
*
.
.
條
件
.と
し
.て
人
間
關
係i

實
は
フ
ォ

.

I
マ
.
ル
な
1

を 

み
て
來
た
わ
け
で
あ
る• 
0
と
れ
呔
管
理
斕
能
者
に
對
し
て
は
人
事
考
課
制
- 

度
の
齡
立
な
り
、：
酸
督
者
訓
練
な
り
の
必
要
_

を
、

' い
わ
ぱ
作
業
條
件
と
：
 

•̂

て
人
と
人
と
の
關
傲
に
お
け
る
處
理
だ
ニ
つ
.の
示
赞
を
與
え
る
で
あ
ろ 

•
ぅ
。
：
又
勞
働
組
食
の
幹
部
に
お
い
て
は
、
W

が
る
#

人
の
態
度
な
り
、、
意
'
 

志
表
明
だ
ゥ
が
、.團

體

交

渉

に

お

げ

る

一

：
つ

.：の
：賛

料

ど

し

て

®

關

係

の

. 

圓
?#
-
化
'に
役
立
ち
得
る
と
思
わ
れ
る.:0
尙

作

業

者

夫

々

：
に

つ

い

ズ

ば

_

已 

.
の
不
平
ぐ
不
滿
叉
は
希
藻
狀
實
は
何
處
に
根
ざ
じ
ヤ
い
だ
の
か
、

m

つ
て 

■
自
己
の
作
業
.に
對
す
る
態
麽
な
り
生
活
態
度
な
り
に
プ
.つ
ー
の
示
唆
を
興
え
.
， 

る
も
哎
で
ぱ
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
：ぁ
.る
。.
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